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☆秋季企画展『城の形
イメージ

２～再び、国吉城の姿を想像
イ メ ー ジ

しよう～』開催中！☆ 

会期 平成 27 年 10 月 24 日（土）～12 月 27 日（日） 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

≪次回予告≫ 

☆冬季トピックス展 佐柿リアル！～国吉城址史跡調査速報展Ⅲ～ 

会期 平成 28 年 1 月 30 日（土）～4 月下旬 ※企画展、トピックス展の内容及び期間は、変更する場合もあります。 
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国吉城址に 

のろし上がる！ 

平成 27 年 10 月 18 日(日) 

「第 9回古里をのろしでつなごう」 

（ドローン撮影） 
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～たくさんの皆さんが見学に見えています～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な団体、グループのお客様 

２０１５年 

６月 福井市「宝塾」 

   歴史のみえるまちづくり協会 

   第１回歴史講座 

７月 敦賀市三島２丁目長寿会   

   小浜市歴史と文化を守る市民の会 

   第２回国吉城歴史講座 

８月 第３回歴史講座  

９月 萩の風句会 

   越前町文化協議会朝日支部 

   第４回歴史講座 

   杉本様ご一行 

福井県観光連盟ふくいツアー 

10 月 敦賀市疋田老人クラブ寿会 

   美浜西小学校６年生 

   米原市湖北センゴクセミナー 

   第５回歴史講座 

11 月 越前町民生委員会 

   社会教育リーダー研修会 

２０１５年１１月２０日現在 

来館者数合計は 

２６，４９３名 

 

 

 

 
 小浜市歴史と文化を守る市民の会の皆さん

 敦賀市疋田老人クラブ寿会の皆さん

 美浜西小学校６年生の皆さん

 福井市「宝塾」の皆さん

 

☆おまけ☆11月 17日、NHKが佐柿区の取材

に。当館にもお越しいただきました。 
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７月、８月に開催の夏休みワークショップ！幻の国吉城を想像しながら、ペーパークラフトに好 

きな色をぬって切り取って、組み立てていく…。大人も子供も集中して、それぞれの味のある国吉

城がいくつも出来ました。 

９月の『大倉見城跡（若狭町）を歩こう』では、国吉城と同時代の近隣の城を巡る、恒例の遠征

を決行！美浜町のお隣、若狭町井崎に残る粟屋勝久の仲間、熊谷玄蕃の居城を見学しました。国吉

城と同時代の戦国時代の山城で、当時の様子をよく残しています。語り部として活動する山本さん

にご案内いただきました。 

１０月には、恒例ののろし上げと本丸東虎口跡説明会を開きました。のろしは、はじめ雲があっ

て下からは見にくかったのですが、雲が流れてきれいな青空でうまく上がっていました。大垣から

参加された方がドローンを飛ばして、  上空からのろしの写真を撮ってくださいました（１頁参照）。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（福井県立若狭歴史博物館撮影） 

 

伊予
い よ

札段
ざ ね だ ん

替
が え

二枚
に ま い

胴
ど う

具足
ぐ そ く

 

     田邊半太夫家旧蔵 

当館に来た当時（６年前）は、朽ち果てた鎧櫃の中で縅紐も

切れてバラバラの状態…。過去の企画展では、解体状態で展示

したこともありました。 

今年、若狭歴史博物館から秋季特別展『若狭武田氏の誇り』

に展示したい（地元に残る戦国若狭を物語る数少ない資料）と

のお話をいただき、燻蒸、組立復元は全てやって下さるとのあ

りがたいお申し出に甘えさせていただきました。特別展でお披

露目された後、11 月 17 日（火）、当館に帰還しました！ 

今後は、当館の目玉として常設展示します。 

 

 

 

  
 夏休みワークショップの様子  大倉見城を攻略！エイ、エイ、オー！
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（恵）

 

  

 今年も、気が付けばあと 1 ヶ月ちょっと。急に冷え込むこの季節、皆様はお風邪など召されてい

ませんか？ 

 7 月から開始している国吉城址史跡第 16 次調査は、大学生が夏休みに入り手伝いに来てくれる８、

９月中に山城本丸跡東虎口調査区を中心に東虎口の遺構検出に腐心しました。思いのほか、廃城後

の土砂堆積（盛土層）が厚く、本来の門構造の一端とみられる遺構を確認することができたのは、

学生が調査参加する期限の終了直前でした。様相把握のため、来年度も少し山城に登ることに…。

後半は、城下町部分の関所跡と准藩士屋敷跡の調査を予定していますが、天候不順や他に抱えた仕

事に阻まれ、なかなか予定通りに調査が進まない…今年は雨風の日が多いですね。 

そんな、抱えていた他の仕事その①。今年は、各地で行 

われた城郭研究関係の研究会や、城郭をまちおこしに活用 

するシンポジウムなどで各地に出張し、事例発表の機会を 

たくさんいただきました。少しでも多くの人に国吉城を知 

ってもらうため、大半の会で持ち時間オーバー気味に最新 

の調査成果や城跡活用の取り組みをご紹介させていただき 

ました。某全国山城サミットでは、翌日に新聞記事に大き 

な写真が…ある意味、モテ期到来？(笑) 

その②。秋季企画展『城の形(イメージ)２』は、現在絶賛開催中です。12 月 27 日(日)まで。普段

も学習室に展示しているお城ペーパークラフトですが、大幅に数を増やし、今回は日本地図上に配

置して、全国的な展開でお城の姿をご紹介しています。殿様の好みはもちろん、地方によって一般

的に普及する材料が手に入らない、あるいは使用に適さないこともあり、その地域にしかない材料

を取り入れたりするため、すべてのお城がその地域でないと形作れないオリジナルデザインなわけ

で、近年の調査で天守が存在した可能性が高くなった国吉城もそういうオリジナルな形だったので

は…と、見学者の皆さんに感じてもらい、皆さんの中で様々な国吉城の形を想像(イメージ)してい

ただきたいと思います。テレビや新聞の取材もたくさん入り、やっぱりモテ期が…(爆) 

その③は、細々とした事務仕事も合間にやらなければならず、全くゆとりがない日々…頭と体は

一つしかない…あぁ、影武者が 7 人ほしい…いらんモテ期だ(涙) 

 


